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気象情報の流れと気象庁の業務

情報の取得（観測）

情報の処理（解析・予測）

情報の提供情報の加工

国民一般

民間気象事業者

気象庁（予算700億円／年、要員5,700人）

特定ユーザー
（野球場、弁当屋等）

マスコミ

気象衛星、
アメダス、気象レーダー、
GPSゾンデ、観測船、
世界の気象機関からの情報 等

スーパーコンピュータ、等

気象情報伝達システム、
ＷＭＯ伝送網 等

有
償

基本的に気象庁以外は行わ
ない（行えない）業務

膨大な設備・要員、ノウハウ、国民の
協力等が必要

世界の気象機関
（約150カ国）

相互に無償交換
（国際取決め）

ＨＰ携帯
配信

気象情報の適時・的確な発表、伝達等により、災害の防止・軽減、交通気象情報の適時・的確な発表、伝達等により、災害の防止・軽減、交通
の安全確保、産業の興隆等、公共の福祉の増進に寄与すること。の安全確保、産業の興隆等、公共の福祉の増進に寄与すること。

気象業務の目的：気象業務の目的：



世界気象機関（WMO）の推進する気象衛星観測網

全世界を静止気象衛星（赤道上空）と極軌道衛星（周回）でカバー

GOES (米国)
135ﾟW

METEOSAT (欧州)
0ﾟE

MTSAT (日本)
140ﾟE

GOES (米国)
75ﾟW

NOAA (米国)

METEOSAT (欧州)
57ﾟE

FY-2 (中国)
105ﾟE

METEOR (ロシア)

FY-1 (中国)

800～1000km

GOMS (ロシア)
76ﾟE

35800km

METOP (欧州)

日本は、1977年以降、継続してアジア・太平洋地域を観測



世界の防災に貢献する「ひまわり」
アジア・太平洋地域の国々において、台風、サイクロンなどの実況監視等
を通して防災対応に大きく貢献。

「ひまわり」画像を直接受信している国・地域

パプア ニューギニア

ロシアモンゴル

中国

ネパール

香港・マカオ

韓国

ミャンマー

タイ

ベトナム

マレーシア

ブルネイ

シンガポール

インドネシア

フィリピン

米国

フィジー

バヌアツ

オーストラリア

ニュージーランド

ソロモン諸島

マーシャル諸島

スリランカ

バングラデシュ

ひまわりの観測範囲



気象衛星「ひまわり」の経緯

種別 ひまわり
号数

52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

１号

２号

３号

４号

５号

失敗機

６号

７号

８号 ： 製作 ： 運用

９号 ： 待機 ： ２機体制

計
画
中

科
学
技
術

　
試
験
衛
星

科
学
技
術
衛
星

運
輸
多
目
的
衛
星

衛星経費：科学技術庁１００％
　　　　気象庁　　　　　 ０％

衛星経費：科学技術庁４０～２５％
  　　　気象庁  　　６０～７５％

衛星経費：航空局７０％
  　　　気象庁３０％ 打上

失敗

米国機借用

観測の一部縮小
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S48 S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19

億円

施設費 （庁舎、空中線等の施設整備）

平均

運営費 （維持運営）

整備費 （衛星製作、地上機器整備等）

気象庁物件費推移

0
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

億円

整備費
50
9%

人件費
 373
 65%

運営費
 151
26%

静止気象衛星の予算（気象庁負担分）

（参考）

平成２０年度一般会計予算案 （億円）

574億円

物件費

整備費（補正予算）

整備費

運営費（維持運営）

年度

（S48～H19）



現在の運輸多目的衛星（MTSAT）
・気象観測機能と航空管制機能を併せ持つ静止衛星

・ひまわり６号の気象ミッションは平成１７年６月２８日から運用開始

・ひまわり７号の気象ミッションは軌道上で待機運用を行い、平成２２年頃

から運用開始予定

・気象観測機能と航空管制機能を併せ持つ静止衛星

・ひまわり６号の気象ミッションは平成１７年６月２８日から運用開始

・ひまわり７号の気象ミッションは軌道上で待機運用を行い、平成２２年頃

から運用開始予定

可視画像
（0.7 µm）

赤外1画像
（10.8 µm）

赤外2画像
（12.0 µm）

赤外3（水蒸気）画像
（6.8 µm）

赤外４画像
（3.8 µm）

観測センサー 水平分解能
可視 １ｋｍ
赤外１ ４ｋｍ
赤外２ ４ｋｍ
赤外３（水蒸気） ４ｋｍ
赤外４ ４ｋｍ

３０分弱で
全球を観測

ひまわり６号初画像
（平成1７年3月24日11時）

ひまわり6号の観測機能ひまわり6号の観測機能



静止気象衛星「ひまわり」の役割

安全・安心な国民生活・社会経済活動に不可欠な公共財安全・安心な国民生活・社会経済活動に不可欠な公共財

国民生活国民生活

・日々の天気予報に不可欠日々の天気予報に不可欠
・お茶の間に根強く浸透

※ １日あたりのテレビ放映

４分間（NHK）
※ 視聴者数（視聴率より推定）

のべ９千４百万人

環環 境境

・世界気象機関（WMO）における世界的な観世界的な観
測網の一角を形成測網の一角を形成

・地球環境の監視地球環境の監視
（地球温暖化、黄砂）

交通安全交通安全

・航空機、船舶等の
安全で経済的な航行安全で経済的な航行に寄与

防防 災災

・台風の監視台風の監視((特に洋上は唯一の手段）特に洋上は唯一の手段）
・観測データはスーパーコンピュータによる
数値予報で処理され、
予報・警報の基盤予報・警報の基盤と
なっている。



１．台風等の監視体制が昭和30年代に逆戻り
・衛星以前の観測機器はすべて衛星に集約済み

・航空機や船舶は、見えない台風に常に脅かされる。

気象衛星がなくなったら気象衛星がなくなったら

気象レーダー探知範囲

飛行機観測

富士山レーダー

船舶観測

廃止

廃止

廃止
台

２．防災気象情報の発表に影響
・台風進路予報や降雨予測等の精度がダウン

し、適時・的確な注・警報等の発表に影響

伊勢湾台風
昭和34年 死者4，697名昭和５０年ごろの観測体制

３．国際社会に大迷惑
・６つの静止衛星で全球をカバーし、相互にデータを

交換し合うという世界的な観測体制が構築されて

おり、全世界の国々に大迷惑をかけることになる。

全球観測体制

台風進路予報の精度がダウン



次期静止気象衛星の整備について

•ひまわり6号及び7号により平成27年（2015年）前半までしか運用できない
⇒次期衛星を平成26年（2014年）までに打ち上げることが必要
⇒気象衛星の製作には５年を要する

⇒ このため、平成21年（2009年）から次期衛星の整備に着手が必要

Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

運輸多目的衛星新１号
MTSAT-1R
ひまわり６号

運輸多目的衛星新２号
MTSAT-2

ひまわり７号

次期静止気象衛星

年 度

H26（2014）年打ち上げ予定

概算要求

・調達 製 作 運 用

軌道上待機

運 用

軌道上待機 運 用

軌道上待機

軌道上待機

2005.2.26打ち上げ

2006.2.18打ち上げ

運 用

現在



静止気象衛星の観測機能比較

運用国

区 分

10分15分10分26分10分25分観測時間

可視0.5km*

赤外2km
可視1km
赤外3km

可視0.5km*

赤外2km
可視1km
赤外4km

可視0.5km
赤外2km

可視1km
赤外4km

水平分解能

可視4ch
赤外12ch

可視3ch
赤外9ch

可視3ch
赤外13ch

可視1ch
赤外4ch

可視3ch
赤外13ch

可視1ch
赤外4ch

観測チャンネル

MTGMSGGOES-RシリーズGOES-Nシリーズ次期衛星MTSAT-1R、2

計 画現 状計 画現 状計画（案）現 状

欧 州米 国日 本

注：MTSAT: Multi-functional Transport SATellite（運輸多目的衛星）

GOES: Geostationary Operational Environmental Satellite（静止運用環境衛星）

MSG: METEOSAT Second Generation（METEOSAT（欧州気象衛星機構が運用する静止気象衛星）の第二世代衛星）

MTG: METEOSAT Third Generation（METEOSATの第三世代衛星）

* １チャンネルのみ、他は1km



可視可視 １チャンネル１チャンネル ３チャンネル３チャンネル
（白黒画像）（白黒画像） （カラー画像）（カラー画像）

近赤外近赤外 なしなし ３チャンネル３チャンネル

赤外赤外 ４チャンネル４チャンネル １０チャンネル１０チャンネル

（全球の撮像に要する時間）

赤外 ４ｋｍ ２ｋｍ

可視 １ｋｍ 0.5ｋｍ

水平分解能（解像度）が倍増 チャンネル数が増加（カラー撮像も可能）

観測頻度が増加（撮像時間が短縮）



赤外画像分解能の比較 ～2006年9月宮崎県日向市の竜巻～

米国の地球観測衛星Aquaの観測データを使用した。観測時刻は2006年9月17日午後1時29分（日本時間）

竜巻発生位置

２ｋｍ

１ｋｍ

６．７μｍ１１．０μｍ

４ｋｍ

10 ｋｍ

竜巻の
親雲

１１．０μｍ ６．７μｍ １１．０μｍ ６．７μｍ

現 在次期衛星

(将来目標)



ひまわり６号による平成１８年5月15日午後２時の画像

高頻度観測による台風・集中豪雨等の実況監視の強化

ひまわり7号
による

64秒間隔
64回連続観測



国内の衛星事業者

現在運用する衛星

（静止通信衛星）

のべ運用
年数

地上運用局

JSAT

（S６０ 設立）

JCSAT-2A 154ﾟE
JCSAT-3A 128ﾟE
JCSAT-4A 124ﾟE
JCSAT-5A 132ﾟE
JCSAT-1B        150ﾟE
JCSAT-R(予備)124～128 ﾟE
JCSAT-110 110ﾟE
Horizons-1 127ﾟW
Horizons-2 74ﾟW

100年以上 ２局

横浜、群馬

宇宙通信

（S６０ 設立）

Superbird-A 158ﾟE
Superbird-B2 162ﾟE
Superbird-C 144ﾟE
Superbird-D 110ﾟE
MBSat 144ﾟE

57年 ２局

茨城、山口

【参考】
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